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カ レル ・チ ャペ ックと 『イギ リスだ よ り』
飯 島 周
1924年5月 末 か ら7月 にか けて,チ ェコの代 表的作家 であ る カレル ・
ソ
チ ャペ ック(KarelCapek1890-1938)(1)は,ロン ドン ・ペ ン クラブの
招待 に よって イギ リスを訪 れた。そ の旅 の成果が,有 名な 『イギ リスだ
よ り』(AnglickeListy1924)(2)で あ る。この作 品は,か れの多 くの旅行
記 中,お そ ら く最 高の傑作 であ り,当 時 の イギ リスの風物や人物 に対す
る独特 の描 写 は,ま こ とに興味深い。一方,こ の旅 を実 現 させ るの に尽
力 したのは,か れの友 人 ボチ ャ ドロ(OtakarVocadlo1895-1974)(3)で
あ った。 かれ は,当 時 ロン ドソ大学 のス ラブ学研究所 で講義す るかたわ
ら英 米文学 を研究 していたが,ロ ン ドンペ ンクラブの国際委員会 の一員
と して,チ ャペ ックの招待 に努力 したぼか りで な く,こ の不案 内な旅行
者 の世話 を献身的 にお こな った。この間 の事 情 と,イ ギ リスにお けるチ ャ
ペ ックの言動 特 に当時 の イギ リスの作 家たち との交流を裏面 的に紹 介
してい るのが,ボ チ ャ ドロの遺著 『カ レル ・チ ャペ ックの イギ リスだ よ
ソ
り』(AnglickeLintyKaylaCapka1975)(4)である。この本 は,1921年11
月10日 プ ラハ発 ボチ ャ ドロあての チ ャペ ックの手紙 を皮切 りにして,多
くの書簡 と写真 を中心 に,ボ チ ャ ドロの見聞 をあ りの ままに述べて行 く
とい う構 成で,そ の序文 に もあ る ように,ボ ヘ ミス トぽか りで な くア ン
グ リス トに とって も貴重 な資料 とな ってい る。以下,前 記 の両 書を手 が
か りに,見 て来 た よ うな憶測を ま じえて,偉 大 な作 家 カ レル ・チャペ ッ
クの イギ リスにおけ る足跡 と,そ れ に関連す る事 どもを筆 のお もむ くま
まにス ケ ッチ してみ る ことにす る。
(1)
チ ェコの青年作 家 カ レル ・チ ャペ ックのSF的 戯 曲 『ロ ッサ ムの万能
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ロ ボ ッ ト』(RURRossum'sUniversalRobots1920)と,その 兄 ヨ ゼ フ
ソ
(JosefCapek1887-1945)との共作 夢幻劇 『虫 の生活か ら』(Zezivota
hmyzu1921)は,ポ ール ・セルバ ー(PaulSelver)(5)の 英 訳に よって,
オ ックス フ ォー ド大学 出版局 か ら出版 され,そ れぞ れ,1923年4月 お よ
び5月,ロ ソ ドンのセ ソ ト・マ ーチ ン劇場 で初 演 される ことにな った。
ボチ ャ ドロは,こ れを よい機会 と考 え,丁 度5月1日 に開催予定 のペ ン
クラブ国際 大会 にあわ せて,ぜ ひ訪英す る ようにチ ャペ ックにすすめ た。
しか し,チ ャペ ックは,イ タ リアへの旅 行 のため にこれを断わ った。チ ャ
ペ ックは,チ ェコ文学界 の長 老 ア ロイス ・イラーセ ク(AloisJirasek
1851-1930)(6)と 共 に,す で に ロン ドンペ ソクラブの名 誉会員 にな って
い たが,こ の クラブの性格 や活動 につい て当時 はあ ま り認 識が な く,ペ
ン ク ラブ ・プラハセ ンタ ーの結 成 に もそれ ほ ど熱心 で は なか った らし
い。
原作 者の挨拶 は なか った が,前 記両 戯 曲の上演 は大成功 をお さめ,イ
ギ リスでの チ ャペ ックの評判 は急上昇 した。 ボチ ャ ドロは,さ らに,ペ
ン ク ラ ブ の発 案 者 で あ り,実 力 者 で あ った ス コ ット女 史(Dawson
Scott)(7)と 相談 して,チ ャペ ックを,ロ ン ドソセ ンターの名誉 あ る賓客
として招 くこ とに した。女史 は,も し必要 な らば`カ ペ ック(Kapek)氏'
に旅 費 を さしあげる とい う意 向 さえ示 した。 この再度 の丁重 な招待 に対
し,チ ャペ ックは,23年12月25日 付の ボチ ャ ドロあての手紙で,ロ ン
ドン行 きの意 思 を明 らか にして い る。た だ し,同 年冬 か翌年 春 か夏に,
パ リの シャソゼ リゼの劇場で予定 されて いる 『ロボ ッ ト』の初演 に出か
け るか ら,そ のつ いでに足 をの ば したい とい う希望で ある。理 由は,別h
では費用 がかか りす ぎるか らだが,ペ ン クラブの費用負担 の御好意 は辞
退す るとい う意 味 の文 句が含 まれ てい る。そ して,年 を越 した24年2月
20日 付 の手紙は,確 定的 な返事 となった。それ に よる と,か れの勤務 先
で あ る 『国民 新聞 』(Lidovenoviny)(8)の 特派員 として,当 時開催 され
た大英 博覧会(BritishEmpireExhibition)の取材 を兼 ねて,6月 に ロ
ン ドンへ行 きたい,た だ し公 式の招待状 が欲 しい,と あ る。 パ リの初演
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は4月 の予定 だが,遅 らせて くれ るので はないか とい う希望 的観測 も記
されてい る この手紙 は,『 国民新 聞』の名入 りの用箋 に書かれ てお り,当
時 のかれの職業生 活 の一 端を しのばせ る。(9)やがて,3月23日 付 と推察
され る手紙 で,正 式 招待 状 の受理 と,そ れへ の返 答発送 が伝 え られ,ボ
チ ャ ドロに助 言 と援助 が依頼 され た。4月21日,か れの母 の死 の翌週,
チ ャペ ックは,ボ チ ャ ドロに次 の ような具体的 な相談 を してい る。す な
わ ち,
1.ど んな服 を持 って行 った ら よい か,フ ロ ックの ほか にタ キ シー ド
(smoking)が 必 要か どうか
2.ペ ンクラブで用 意 して くれ るホテルに は3日 ほ ど滞在 して,あ とは
適 当な所 に泊 りた いが,世 話 を して貰 えるか
3.シ ョー(GeorgeBernardShaw1856-1950),ウエル ズ(Herbert
GeorgeWells1866-1946),チェスタ ー トン(GilbertKeithChes.
'terton1874-1936)の 三 人 と面 識を持 ちたいが仲 介 して くれ ないか
4.イ ギ リスで見 るべ き物 のすべ て と,ど れ 位 の時 日が必要か教 え て欲
しい 一
の4点 であ る。ボチ ャ ドロは,チ ャペ ックの意 に添 うべ く努力 したが,
そ のため に返 事が お くれ,5月5日 に,待 ちかね たチ ャペ ックは催促 め
いた手紙 を送 った。 それ には,オ ランダ経 由で ロン ドンに行 くこと,6
月5日 頃 までの宿 の手配 を頼 む こと,タ キ シー ドが必要 か,フ ロックだ
けで よいか とい うこ と,な どが記 され,返 事 の手紙 を 「闇の中の光 明」
の よ うに待 ってい ます とつ け加 え られてい る。r闇 の中の光 明」は程 な く
チ ャペ ックの手 も とに達 した らし く,5月20日 付 の手紙 に は,ボ チ ャ ド
ロの 自宅 提供 の 申 し込 み に対 す る感 謝 と,自 分 の列 車 が午 後3時 前 に
フ ォークス トーン を 出 る こ と,プ ラハ で ロマ ン ・mラ ン(Romain
Rolland1866=1944)と語 りあ った こと,な どがあ り,マ テジ ウス教授
(VilemMathesius1882-1945)(1°)が同行で きな くな った ことを知 らせ
てい る・さ らに,5月24日 には,当 月28日21時28分(か55分)にウ ォー
タールー駅 到着 の予 定が知 らされ,ビ ク トリア駅か サ ービ トン駅 に出む
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か えて欲 しい との依頼 がな された。
このよ うな経過をた どって,1924年5月28日 午後,「 ヨーロ ッパ大 陸
の真 中にあ る小 さな国 」「ロマ ンチ ックなボヘ ミア」か らや って来た評 判
の作 家 カ レル ・チ ャペ ックは,か れ に とってincognitoの 島国 イギ リス
に第 一歩 を印 したの であ る。
(2)
チ ャペ ックが イギ リスか ら送 った,自 筆 の挿 絵付 きの手紙(11)は,フ ェ
イェ トン(fejeton)(12)と して 『国民新 聞』に連載 され,好 評 を博 した。
その最初 のた よ り 「第一 印象」 には,ド ーバ ーの 白い 匡の絵に添xて こ
ん な記 述があ る。(以 下,引 用 はすべ て拙訳に よる。)
この 白い物 はすべ て岩で,そ の上 には草が茂 ってい る。まことにが っ
ち りとで きて いて,い わ ば 「大 盤石 の上」 にあ る。 しか しね え,両 足
の下 に大陸 を踏 んでい る方が,や っぱ りも っと安心 みたい な感 じがす
る。(13)
これ は,大 陸 の人 間であ るチ ャペ ックが,島 国 イギ リスに対 して持つ
不安 と頼 りな さの表現 であ るが,こ の不安 は,言 葉 の問題 と結 びつい て,
一 層強 ま っていた。
上陸 してた まげた こ とに,わ た しには英 語が一言 もい えない し理 解
もで きない。 そ こで一番 手近 な列車 にも ぐ り込 んだ。幸 い にも,そ れ
は ロン ドソ行 きだ った。(14)
もち ろん,チ ャペ ックは,英 語 につ いて十 分 な読解力 を持 ち,英 米の
文学 作品 を数 多 く読み こな していた が,会 話の力 はあま りなか った よ う
であ る。これ は,『 イギ リスだ よ り』中の幾 つか の記述 や,ボ チ ャ ドロの
証 言か らも うかがわれ る。 ともあれ,こ の不安 に満 ちた旅 行者 を乗 せた
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列車 は,美 しい イギ リスの田園を よぎ り,ま った く同 じよ うな家 の並 ぶ
町 を通過 して,無 事 に ビク トリア駅 に到着 した。そ こで,チ ャペ ックは,
「機嫌 よ く」「チ ェコ人 である守護の天使」ボチ ャ ドロに迎 えられ,鉄 道
や 地下鉄 の中を 「右 へ左へ,上 へ下へ」 と案 内 され,や がて ロン ドン郊
外 のサ ー ビ トンにあ るボチャ ドロの寓居 に到着 し,言 葉 と食物 の もて な
しを受 け,羽 根 ぶ とんに くるまって,こ の異国 での第一夜 の落 ち着 かぬ
夢 を結 んだ。
以後,上 陸時 の不安 を克服 した チ ャペ ックは,イ ングラン ドの町や 田
園,公 園,博 物館,博 覧会,大 学,ク ラブ,お よび寺 院 などを巡 礼 し,
さらにス コ ッ トラン ド,ヘ ブ リデ スのスカ イ島,ウ ェール ズを廻 って,
又 ロン ドンに戻 る とい う約2ケ 月の長旅 を経 験す る ことに なる。 プラハ
へ書 き送 られ た数 々 のた よ りの中 には,「 ア イル ラン ドについ ての た よ
り」の よ うに,実 際 に行け なか った場 所の ことを記 した もの もあ るが,
ほ とん どすべ ては,自 分で体験 した ことばか りであ る。か れは,伝 聞を
嫌 うす ぐれた ジ ャーナ リス トとしての行動力,平 凡な 日常的事件 の中に
人生 の謎 と運命 の秘密 を読み取 る哲学者 としての眼力,そ して,し ぼ し
ば読者 の意 表 をつ く新鮮 な辞句を編み 出す作家 としての筆力 を備 え てい
た。『イギ リスだ よ り』に は,そ れ らが過不足 な く発揮 されてい る とい え
よ う。
(3)
チ ャペ ックの イギ リスで の生活 は,ま こ とに 目ま ぐるしい もので あ っ
た。 それ は,後 に正式 に妻 とな った女優 オルガ(OlgaScheinpflugova
1902-1968)あ てにサ ー ビ トンか ら出 した5月31日 付の手紙 に もあ らわ
され てい る。そ れ には,こ こへ来て まで も 「仕事」 を しなけれぽな らぬ
とい う訴えが あ り,連 日の殺 人的 に多忙 な 日程 が記 してあ る。
……朝 は イブ ニング ・ニュース紙 に寄 せ る文章 を書 き,又 ペ ンクラ
ブで の演 説原稿 を書か なけれぽ ならない 。……午後 は何 人か の訪 問を
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受 け る。昨 日は5時 か ら9時 まで,今 日は5時 か ら何 時 までかわ か ら
ない。 明 日は ロソ ドンの ホテルへ引越 し,明 後 日は ゴール ズ ワージ ー
(JohnGalsworthy1867-1933)の所 へ夕食 に よばれ,火 曜 にはペ ソ
クラブの昼 餐会 があ る それ にはル ーマ ニアの女 王 もおい で との こ
と とい うような調子 だ。逃 げ出 したい よ,き み 。今 まで,公 園ヘ
ー 回行 っただ けだ し,そ れ か らロソ ドソへ も一度 だけ,モ ー ニングを
買 いに出か けた。 ペ ンク ラブの昼餐会 のた め で,昼 餐会 には フロ ック
で はい けないか らだ。 こ この ガーデ ン ・シテ ィーは美 しいが,ロ ン ド
ンは神 経 に さわ る。あ んな所 に は,き み,長 い時間い られ ない よ。 あ
ん ま り人 が集ま りす ぎてい るか ら,気 分 が悪 くな る。… …(15)
そのほか,銀 行へ小切 手の現金化 に行 った り,シ ャツを買 った り,ク
ラブ の何人 かの委員た ちの作 品を 「知 って いる ような顔 をす る」ため に,
2日 間 で5冊 もの厚い本 を読んで おかな けれ ぽな らない,な どと記 した
あ とで,「 ぼ くの滞在 の この公式 な部分 さxな くなった らなあ」と嘆 じ,
「あわれ な カ レル」 と署名 してい る。 この,い ささか甘xさ え感 じさせ
る手紙 が如 実 に示す よ うに,オ ルガ との手紙 のや りとりは,イ ギ リス滞
在 中 のチ ャペ ックに とって大 きな関 心事で あ った。そ れは,た またまオ
ル ガ との連 絡 が絶 えた時 の チ ャペ ックの様 子 な どか ら容 易 に推察 で き
た。 ボチ ャ ドロは,そ の よ うな点に まで心 を くぼって,こ の友人 の世 話
を しなけれ ばな らなか った。作 家 の よき友 となる も又つ らき ことであ る。
(4)
チ ャペ ックを主 賓 とす るペ ン ク ラブの歓 迎 行 事 は,会 長 の ゴール ズ
ワー ジーが司会 して,6月3日 午後1時 半 か らス トラソ ドの レス トラン
ガ ッチ(Gatti's)で 開 かれた。本来晩餐会 の予定 だ った のが,同 じ く主
賓 とな った ル ーマ ニアペ ンクラブの名誉総裁 で,イ ギ リス国 王のい とこ
で あ るル ーマ ニア女王 マ リエの都 合 で,急 に昼餐会 に切 りかえ られたの
で あ る。王室関係者 も多数 出席 し,百 五十 人 もの大宴会 に な った とい う。
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当日のチ ャペ ックは,翌 日の 『デ イ リー ・ク ロニ クル』紙 に よる と,「 は
にかみ屋 ら しい若者 で,髪 が黒 く,丸 い黒い 目を し,冴 えた顔 色で ……
魅力 的な微笑 を浮かべ ていた」(16)。かれ は,ル ーマ ニア女王 とチ ェスタ ー
トソの間に座 らされた。ペ ン クラブにはあ ま り顔を出 さなか った とい う,
このあ こがれ の作家 と並 びなが ら,チ ャペ ックは,あ まり言葉 をかわす
こ とがで きなか った。(チ ェス ター トンについ ての印象 と肖像画 は,後 述
す る ように 『イギ リスだ よ り』の一部 に組み 込 まれ てい る。)社 会主 義者
の ウエルズ とシ ョーは,王 室 関係者 との同席を好 まぬ立場 か らか,顔 を
見せ なか った。(こ の二 人 は,当 日の欠席 の代償 と して,そ れぞれ別 の 日
に チ ャペ ックを招待 した。)
ゴール ズ ワージーの挨 拶 と紹介 に こた えて,チ ャペ ックは ボチ ャ
ドロによれ ぽ 「そ の大役 をみ ごとに果 た した」,つ ま り,英 語 の演説
をや っての けた。 もちろん,そ の草稿 は,到 着 以来 ボ チ ャ ドロが手伝 っ
て作 りあげ た もので あ る。二 人 は相談 しあ って文章 を ま とめ,ボ チ ャ ド
ロが発音 を正 し,こ の 日に備 えて来た。rは じめ ての イギ リスで,見 なれ
ない もの に取 り囲 まれなが ら,そ れ で も不思議 に親 しみ を感 ず るの は,
ゴール ズ ワージーや チ ェス ター トンな どの諸作 品に親 しんだおか げであ
る」 とい うような内容 の言葉 に続 いて,か れ はペ ンクラブの主 目的 に言
及 して演説 を結 んだ。す なわ ち,「 創作家 は,宗 教 的又 は社会 的に世界 を
救 う力は持 ってい ないだろ うが,諸 国民 の間 の相互理 解 を促進 す る権 利
と使命を持 ってお り,そ れ が,世 界 にお けるそ の最 大の任務 であ る」。嵐
の よ うな拍手 が続 いた。 ボチ ャ ドロは,そ の演 説草稿 の コピーを手 に し
て,こ っそ りと照合 していたが,隣 にい た 目ざ とい 『タイ ムズ』 の婦 人
記者 に 「文字通 りひ った くられ た」。その結果 は,翌 日 『タ イムズ』紙 に
大 きな記事 とな ってあ らわれ,「 あわれ なカ レル」は,又 新 た な招待 攻め
を受 ける身 となった。 チ ャペ ック自身 も,こ の演説 の出来 を 自慢す る手
紙 を オル ガに送 ってい る。 ボチ ャ ドロの評価 は,も ち ろん低 くはない。
発音 も,い くらか ス コ ッ トラン ド風で はあ るが,イ ギ リス生 活わず か数
日とは思われ ない ほ どで あ った とい う。
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(5)
ボチ ャ ドロの指摘す る如 く,チ ャペ ックの 『イギ リスだ よ り』の基調
は,す でに述 べた 『イブ ニソグ ・ニ ュース』紙 への寄稿 の中 に示 され て
いる。6月2日 付 で 「狂乱 の ロン ドン」(MaddeningLondon)とい う題
の記 事 とな ったそ の原稿 は,チ ェコ語 と英語 がま じ りあ った,雅 俗混 交
的 な風刺 性に富む文体 であ る。(17)こ の文体 は,か れ の作 品に よ く見 られ
るが,と りわ け 『イギ リスだ よ り』に は特徴 的 と思われ る。又 この記 事
中の,「 人,人,人 ばか りしか見 えなか った …… まさに恐 ろ しい人 間過 剰
だ」「イギ リスで一番 よい物 は樹木 であ る」とい う対 照的 なふたつの文 は,
チ ャペ ックの イギ リスにつ いての基 本的 印象であ り,『 イギ リスだ よ り』
に は,こ の よ うな趣 旨が何回 も述 べ られて い る。
た とxぽ,通 りの向 うへ渡れ ないほ ど凄 じい,ロ ソ ドソの町中 の交通
量 につ いて述べ た後,か れ は次 の ような感 想を も らす。
そ れか らわ た しは,ロ ソ ドンの町か ら,打 ちのめ され,絶 望 し,心
身 ともに くた くたに なって帰 って来た。生 まれて初 めて,わ た しは現
代文 明に対 して盲 目的 な激 しい嫌悪 を感 じた。 この恐 ろ しい人 の集積
に は,何 か野蛮 で破 局的 な ものがあ るよ うな気がす る。 ここには七 百
五 十万 もの人間 がい るとい う。……(18)
そ して,ウ ェンブ リーの博 覧会 につ いては,こ んな風 に書 いてい る。
ウェンブ リーの博覧会 で一番 多い ものをす ぐにいわね ばな らない と
した ら,そ れ は人間 にきま ってい る。そ れ と修学旅行 だ。 ……道 を切
り開 くため に機 関銃 を手 に持 てた らなあ と,瞬 間的 に念 じた ことを告
白す るQ… …(19)
この博 覧会で,か れは 「博物 館にあ る恐竜 よ りもは るか に幻想 的で優
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雅な」機械類の美に感心する。多すぎる人間への敵意 とは裏腹に,「機械
こそまさに神hの ようだ」 と考え,す ぼらしき完成品である機関車のか
たわ らに,盲 目で皮膚病やみの乞食を並べてみたらと想像する。かれが
SF的 作品を好んで書き,文 明の過度の発達による人類の滅亡 とその再
生の可能性を,し ぼしぼ主題 として用いているのは周知の事実であ るが,
この何気ない一節にも,か れの態度の一端が感 じられる。
しかし,チ ャペ ックは,け っして人間嫌いではない。ギ リシャの神 と
見まが うロソ ドンのボブ(警 官)に 感服 し,ハ イド・パークの演説者 と
聴衆を熱心に観察 し,言 葉のよく通ぜぬバスの運転手との心の交流を楽
しむ ことができた。その一方,イ ース ト・エンドのスラム街の広大なひ
ろが りに悲嘆 し,大 英帝国治下 にあって白人に奉仕す る四億の有色人に
同情する。かれを社会主義者 と見ることは困難であるが,庶 民に共感 し
弱者に同情する人道主義者 と規定す ることは,そ れほど誤 りではないで
あろう。偽善者,物 知 り顔の自信家,権 力や名声を笠に着るような連中
には強い反発を感 じ,皮 肉とい う手法でそれを示 している。たとえば,
大の プロテスタン ト嫌い(2°)のかれは,イ ギ リス各地の大聖堂でお こな
われ る長hし い礼拝に我慢できず,16世 紀の宗教改革による教会内の簡
素化,す なわち殺風景 さを 「豚の ように汚い仕事をやってのけた」 と酷
評 し,さ らに,そ れ らの教会に巣食 う番人たちを告発する。
プロテスタン トの教会番たちは,カ トリックの番人たちよりもきび
しく,そ してイタ リアの番人たちと同じようにチ ップに御執心だ。た
だ ジェン トルマンだか ら おもらい ももっと多いにちがいな
い。……(教 会の)塔 のまわ りにいるカラスどもは,た ぶん,生 きて
いる間教会に取 りついていた番人たちの亡霊だろ う。(21)
あ るいは,ゴ ールズワージーに招かれて食事を共にし,名 誉会員にも
して貰 った由緒あるアセニアムクラブ(TheAthenaeum)に 初めて行 っ
た時の様子が好例 である。
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二 番 目に案 内 された クラブは,名 声 高 く,創 立百 年で,限 りな くお
ごそかで ある。そ こでは,デ ィケンズ(CharlesDickens1812-70)や
ハ ーバ ー ト・スペ ンサ ー(HerbertSpencer1820-1903)その他大勢
が くつ ろいだ ものだ。その人た ちの名前 を,そ この給仕頭 か執事様 か,
又 は守衛 さん(か 誰 か)が 全部教 えて くれた。 たぶ ん,そ の人た ちの
作 品 も全部 読ん でい るのだ ろ う。 とい うのは,と て も上品で威厳 があ
る ように見xた か ら。記録保管所 の お役人 が よ くそ ん な風を してい る
ものだ。(22)
多 くの人 と会 い,楽 しさも不 快 さも,希 望 も絶望 も体 験 したチ ャペ ッ
クの 心に,強 い印象を与 えたのは,美 しい イギ リスの 自然,特 に老木 で
あ った。「イギ リスの公 園」とい う題 の二 番 目のた よ りには,老 木 と芝生
が,思 いが けない視 角か ら論 じられ てい る。 かれ は,イ ギ リスにお ける
ほ とん どすべ ての物に,ク ラブに も,文 学 に も,家 庭 に も,「何百年 もた っ
た,お ごそか な,恐 ろ し くが っち りした木 と葉 」のイ メージを見 た。r限
りな くまじめ で,が っち りとして お ごそか」で あ りなが ら,突 然 思い が
けぬ グ ロテス クな冗談 をぱ らぱ らと飛 ぽ し,又 「古い皮椅子 の よ うに」
ま じめ な顔 に戻 るイギ リス人たち も,「たぶん古 い木でで きてい るのだ ろ
う」とチ ャペ ックは考 え る。そ して,「 この しかつ め らしい イギ リス」が,
「あ らゆ る国の中 で,最 もお とぎぽな し的で ロマ ソチ ックに見xる 」 の
は,老 木 か,さ もなけれぽ芝生 のせ いだ と推測す る。特 に,き れ いな芝
生 の上 を勝 手に歩 き廻 れ るこ とに,か れは無上 の 自由 を感 じ,そ のこ と
が人 の性格 と世 界観 に及ぼす影響 に思いを馳せ た。た しかに,豊 か にか
つ 静 かに広 が る青hと した イギ リスの芝生 は,外 国人 の 目に も新鮮 で心
地 よい ものであ る。数百年 か か って作 りあ げた この財産 は,今 や完全 に
精 神 的価値 を持 ってい る。そ の上 を 自由 に走 る楽 しさは,大 英帝国 はな
やか な りし五十年前 も,落 日斜陽 の現在 も,変 わ りはあ るまい。
芝生 に限 らず,イ ギ リスの田園 は美 しい。 チ ャペ ックは,そ の美 しさ
を次 の文 に凝縮 してい る。
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イギ リス の田舎は,労 働す るため の もので はない。 目の保養 のた め
に あるのだ。(23)
かれ は,サ リーや エセ ックスの草深 い小道 を歩み,湖 水地方 では,エ
リジ ウムに遊 ぶ牛 の群を観察 し,賢 き半神 の フ ウイナ ム(Houyhnhnm)
たち に挨 拶をす る。都塵 にまみれた心 は,そ の度 に洗 い きよめ られた こ
とで あろ う。
(6)
チ ャペ ックは,当 然 の こ となが ら,イ ギ リスで,当 時の有 名 な作 家た
ち と数多 く接 した。 その中で,ゴ ール ズ ワージー,チ ェス ター トン,ウ
エルズ,シ ョーの四人の 印象 記は,そ れぞれ チ ャペ ック 自筆 の 肖像 ス ケ ッ
チつ きで 『イギ リスだ よ り』 に収 め られ てい る。
ゴール ズ ワージーは,チ ャペ ックに よると,「 とて も静かでや さし く,
非 の うち どころ のない人で,坊 様 かお奉行 の よ うな顔 を して」い た。 ペ
ソ クラブの会長 として も,こ の作家 は誠実 に職 務 を果 た した らしい。
前 述の如 く,チ ャペ ックは,残 る三 人,す なわ ちチ ェス ター トン,ウ
エルズ,シ ョーの それ ぞれ と会 うことを訪英 の大 きな楽 しみ に してい た。
この三人 を対 象 とした こ とは,チ ャペ ックに とってま ことに適切 な選 択
であ り,同 時 に不運 な組合わせ で もあ った。 す なわ ち,か れの作風 には
上記三 者 と通 ず る ものが多分 にあ るとい う意 味で適切 であ り,カ トリッ
ク作 家の チ ェス ター トンが,社 会主義 者で あ る他 の二人 の論 敵で,こ と
ご と く対立 して いた とい う意 味 で不運 だ ったので ある。
どの よ うな風の 吹き廻 しか,チ ェス ター トンは,チ ャペ ックにあ ま り
好意 を持た なか った らしい。チ ャペ ックの方 は,こ の作家 が特 に好 きで,
ブ ラウン神父物 に比較 し得 るよ うな作品 を数 多 く書 いている。そ して,
そ の 『ノ ッテ ィング ヒルの ナポ レオ ン』を愛好す るあ ま り,わ ざわ ざ ノ ッ
テ ィング ヒルのチ ェコ系未亡 人 の家 に世 話 にな った位 である。 しか しか
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れ の滞英中,チ ェスタ ー トン とは前述 の昼餐会 で一度 隣 りあ っただ けで,
遂 に招待 され なか った。そ の理 由 は もちろ んは っき りしない。ただ,チ ャ
ペ ックに よる記事 と肖像画 が,チ ェス ター トンには気 に入 らなか った の
で はないか とい う推察 が可能であ る。 た とえば 『イギ リスだ よ り』 中の
文 には,チ ェスタ ー トンを評 して 「子供,巨 人,縮 れ 毛の小羊,そ して
野牛 が,み んな一 緒に な ってい る」 とあ り,『 デ イ リーヘ ラル ド』紙へ の
アン ケー トの中 で は,イ ギ リス人 のお どろ くほ ど細長 いタ イプの例 とし
て シ ョーを,お どろ くほ ど太 った タ イプの例 としてチ ェス ター トンをあ
げて い る。(24)さらに,1925年1月15日 付チ ャペ ックあ ての手紙の中で,
チ ェス ター トンが,チ ャペ ック作 の風刺的 な 自分 の 肖像 画 を,ま るで 「巨
大 な紙 屑か ごの 中に眠 ってい る河馬」(25)み たい に見 え る,と 述べてい る
こ とも参 考に なろ う。 チ ェス ター トンが,自 分 の巨大 な肉体 に一 種の潜
在 的 な劣等感 を持 って お り,そ れが チ ャペ ックによ って刺激 された と考
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xる のは うがち過 ぎだ ろ うか。 ブ ラ ウン神 父の愛嬌あ る肉体的条件 も,
そ の作者 の複 雑 な心理 と結 びつ くよ うな気 さえす る。ともか く,チ ャペ ッ
クの思 いがチ ェス ター トソに通 じなか った ことはた しかであ る。
ウエル ズ との最初 の 出会 いは,ま った く思い がけな く生 じた。 ボ チ ャ
ドロの手引 きで,6月2日 に ウエル ズか ら招待 を受 けたが先約 のためそ
れ は 実 現 せ ず,6月10日 偶 然 訪 れ た 女 流 作 家 レベ ッカ ・ウエス ト
(RebeccaWest1892-)の家 で,チ ャペ ックは 『宇宙 戦争』の作者
と初 めて顔 をあわせ た。 この 「美 しく頭 の よいイ ソテ リ女 性」 は,女 権
拡 張論者で ある と共 に,「 ウエル ズの 親 しい女友達 」で もあ った。この偶
然 に対 す る驚 きを,チ ャペ ックはこんな風 に話 した とい う。
「考 えて もみ ろよ,ぼ くがベ ルをな らす と,ド アをあ けにや って来 た
のは ウエルズ なんだ なん と上衣 も着 ないでね!」(26)
言葉 のハ ンデ ィキ ャ ップはあ ったが,ウ エス ト家での夕食 は楽 しい も
のだ った らし く,そ の夜 ウエル ズは,ボ チ ャ ドロあて にエセ ックスの イー
ス トソ ・グ レープにあ る自宅へ の招待状 を送 った。 この招 待 も,ス コ ッ
ト女史 との先 約 のためふい にな ったが,6月21日 土曜 日か らの週 末に,
ふ た りは よ うや くエセ ックスに体 を運ぶ ことがで きた。ウエル ズ宅 には,
ミル ソ(AlanAlexanderMilne1882-1956)ほか数人 の客が 同席 した
が,チ ャペ ックは,こ こで ひ とつ の失 敗を発見 した。 ボチ ャ ドロの警告
に もかかわ らず,タ キ シー ドを持 って行か なか ったの であ る。r田 舎 へ行
くの にPウ エルズ の所へ行 くのにP社 会主義者の所 へP」 と,か れ
は心か ら不 思議 が った ようだ。 しか し,こ の失 敗は,他 の客 に夕食時正
装 しない よ う頼 んだ賢 明なウエル ズ夫人 キ ャス リンに よって救 われた。
これ も イギ リス的 な挿話 のひ とつで あろ う。ウエル ズ家 をモデル とす る,
イギ リスの家庭 をほめあ げた 『イギ リスだ よ り』の一 節 には,イ ース ト
ソ ・グ レープの ウエル ズの家 に郭公 と兎 を添 えた スケ ッチ があ り,こ ん
な説 明がつ い てい る。
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……そ して中で はこの世 で も っとも分別 に富 むひ とりの人物が生活
を送 り,物 を書 き,外 では郭公 が三十 回 ほ ど続 けざまに叫 んでいる・
これ で,イ ギ リスで一番 よい物 について のおは なしを終 えよ う。(27)
チ ャペ ック自身 の語 るウエル ズ観 は,次 の よ うであ る。
……一方 は人前 にい る場 合の格好 だが,二 度 目の は家 で くつ ろいで
いる様子だ ……百 姓の よ うに も労働者 の よ うに も父親の ように も,世
界 中の あ りとあ らゆ るものに見 える…・・偉 大 な作家 と対談 してい るの
を忘れ て しま うが,そ れ は考 え深 い万能 の人 と話 してい るか らだ。(28)
両者 の親 交は,チ ャペ ックの帰国後 も続 い てい るが,ウ エル ズ側の資
料 には,そ れがあ ま りあ らわれ ていないの は残念 であ る。
「これは超 自然 的 と言 って も よい人物,バ ーナー ド ・シ ョー氏 だ……」
で始 まる 白髪,白 髭 の シ ョーの描写 は,『 イギ リスだ よ り』中の人物評 の
白眉 であ ろ う。 チ ャペ ックは,ゴ ール ズ ワージーにアセ ニアムへ招待 さ
れた 際 シ ョーに会 っていた。 さらに6月5日 付の招待状 によ って,チ ャ
ペ ックは,ボ チ ャ ドロと一 緒 にシ ョーの 自宅 を訪れた。六十八歳 の シ ョー
は,そ の半分 の年齢 のチ ャペ ックが気 に入 った らしい。 ロボ ッ トの作者
で虫の風刺劇 の共作 者 はき っ と 「恐 ろ しい生物 」 だろ うと想像 してい た
と冗 談 を言い,チ ャペ ックに イギ リス の印象 をたずね て,「 何 もか も何
とな く知 ってい るよ うな気 がす る」 とい う答 えを得 る と,す か さず 「あ
んた は シェークス ピアだ った のか も知 れ ない ね」 とか らか う,と い った
調子で あ る。 チ ャペ ック自身 の観察 を,さ らに追 ってみ よ う。
…… し ょっちゅ う動 き廻 りしゃべ り続 け るものだか ら,こ れ以 上 よ
くは描 けなか った 。
おそ ろ しく背が高 く,細 くて まっす ぐで,半 分 は神 様 の よ うに,半
分 は意 地 の悪 いサチ ュロスの よ うに見 え るが,こ のサ チ ュロスは,何
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千年 もの昇華作用 で,自 然す ぎる ものをす べて失 ってい る。 白い髪,
白い あ ご髭 と非 常に血色 の よい肌,人 間 と思 えぬ ほ ど澄 んだ 目,頑 丈
で けんか っ早そ うな鼻で,何 か ドン ・キホ ーテの騎士的 な ところ,伝
道者的 な ところ,こ の世 のす べ てを,自 分 さえ も含め て,か らか って
楽 しむ よ うな ところ がある。生 まれ てか らこの方,こ ん な珍 しい生物
を見 た こ とがなか った。本 当の こ とをい うと,こ わ か った。 これ は何
か の妖怪 で,た だ有名 なバ ーナ ー ド・シ ョーに化 けて い るのだ と思 っ
た位 だ …… この人 の話 を 聞 くの は,よ ろ こび半分,こ わ さ半分 で あ
る。(29)
社会主義 と菜食 主義 の提 唱者 で あ った 『人 と超人 』の作 者 は,そ の後
も活躍 し続 け,1938年 チ ャペ ックが世 を去 った時,『 デ イ リー ・エ クス プ
レス』紙 の イソタ ービ ューに応 じて次 の よ うに語 った。
そん な馬鹿 な。 こん どはぼ くの番 のはず だ った。 カ レルは,そ んな
風 に逝 ってしま うには まだ まだ若す ぎた。少 な くともあ と四十 年 は生
きて,世 界 にそれだ けの もの を与 え るべ きだ った。 かれ の芝居 を見れ
ぽ,多 作 で恐 るべ き劇作 家だ った ことがわ か る。(3°)
(7)
ここで,『 イギ リスだ よ り』の英 語へ の翻 訳 につい て少 し触れ てお く。
前 述の よ うに,他 の多 くの作品 と同 じ く訳者 はセルバ ーであ るが,こ の
翻 訳 は原作者 に は気 に入 らず,し ぼ しぼ訳者 の不誠実 さ と誤訳 を責 めて
い る。しかし,自 身 でもあ る程度経験 したボチ ャ ドロが認 める如 く,チ ャ
ペ ックのゆたか な表現 力のた めに,そ の作 品の翻訳 は至難 のわ ざであ っ
た。指摘 に よれ ぽセルバ ーは,し ぼ しぼ意味 を取 りちがえ,面 倒 な箇所
は省略 してい る。 そ して,何 回 もの抗議 に もかかわ らず,改 訂 に応 じよ
うとしなか った。(も っ とも,こ れに は出版社 の事情 もあ った のか も知 れ
ない。)筆 者 が少 しあた ってみただ けで も,問 題の部分 はか な りあ るよ う
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であ る。 た とえぽ,最 初 のた よりにお いて も,す で に三 行分 ほ どの省略
があ る し,「 湖水地方」の中 で は,原 文 の地 名ダ ー ウェソ ト・ウォータ ー
(DerwentWater)が,なぜ か ウィンダ ミア湖(LakeWindermere)に
変 わ ってい る。 ボチ ャ ドロは,多 くの例 をあげてい るが,特 に傑作 なの
は,「ス コ ッ トラ ン ドへの旅」中 の一 篇 「極北の地」の冒頭部 であ る。10S(鹿
の一 種)と10SOS(鮭)と をまちが えた ために,「 野鹿 の糞 」とあるべ き所
が 「野鮭 の糞」 とい う面 妖 な句 にな って しま った。そ のほか,敬 愛す る
チ ェス タ ー トン と一度 しか会 えなか ったこ とを残 念が って 「も うそ れ以
上会 わ なか った」 と書 いたの が,英 訳 では 「そん なに多 くは会わ なか っ
た」 と化 けて しま った ことな ど,不 本意 な点 が多 す ぎた らしい。 こ こで
もtraduttoreはtraditoreたるこ とが誤 りな く証 明 され る。同 じ く裏切
りの道 に迷い込 んだ者 として,至 難 のわ ざに取組 んだ セルバ ーには同情
を禁 じ得 ないが,そ れ に して も,仁 義 に反 す る行為 が あ った とすれ ぽ,
当然 責任 は問われ るべ きであ ろ う。
(8)
カ レル ・チ ャペ ックは,ま こ うことなきチ ェコの作 家で あ った。かれ
の作 品 に流 れ るユ ーモアや ウ ィッ ト,幻 想性,哲 学 的思索,全 人類的普
遍 性 は,そ れ 自体 チ ェコ文学 の主要 な底流 といえ よう。そ の意 味で は,
チ ャペ ックはす ぐれ て国民 的 な作家 であ り,そ れが国際的評価 を得 る有
力 な理 由 とな ってい る。1935年 には,ウ エル ズに よ り国際 ペ ンクラブ連
盟 の会 長 にな るよ う望 まれ たが,謙 虚 なかれ は固辞 し,か わ って ジュー
ル ・ロマ ソ(JulesRomains1885-1972)がその席につ いた。 さらに,
ル イ ・ア ラゴン(LouisAragon1897-)は,チャペ ックを ノーベル
賞候補 にし ようと提案 し,ロ マンもそれを支持 した とい う。 チ ャペ ック
の早逝 のためそれが実現 しなか った のは,ま こ とに惜 しむべ きであ る。
その チ ャペ ックは,イ ギ リスにあ って も常 に故国 を忘 れ なか った。美
しい イギ リスの田 園を見れ ぽチ ェコの農 民を想像 し,オ ックス フォー ド
の特権 的 な大学生 に接すれ ば 自国 の貧 しい学生 の姿 を心 に浮かべ る。 ア
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セ ニア ムで,デ ィケンズかスペ ソサ ーが座 った ことがあ る とい う皮 の安
楽椅子 に身 を沈 めた時 には,こ んな感想 を述べ てい る。
そ うだ,も しわ が国 に こんな古い皮椅子 があ った ら,伝 統を も持て
るだ ろ う。 どん な歴史的 継続性 が生ず るか想像 した まえ。 もし,ゲ ッ
ツがザ ー クレイスの座 ってい た椅 子 に,シ ュラーメクが シ ュミロフス
キ ーのあ とに,そ して,ラ ー ドル教授 が,た とえぽ故 バ ッタラのあ と
に座 るよ うな こ とがあ った とした ら。わ が国 の伝統 の下 には,こ んな
に古 い,又 と りわ け こんなに座 り心地 の よい安楽椅子 が置かれ ては い
ない。座 るべ き物 がないか ら,伝 統 は宙 に浮い ているのだ。(31)
この一節 は,軽 いユ ーモアに包 まれ てい るが,何 世紀 もの間 強力 なゲ
ルマ ン民族 の支配下 にあ った 弱小 民族 の悲 痛 な歴史 を訴 えて止 まない。
「宙 に浮いた」チ ェコ文化 の伝統 を守 るべ く努力 して来 たチ ャペ ックは,
忍 び寄 るナチ スの黒 い影 にひ ど く敏感 で,内 外 にその危 機 を警告 し,国
際 的 な世論 の力 で祖 国 を救 お うとした。 しか し,今 はそれを くわ し く論
ず るゆ と りが ない。 そ の努力 もむ な し く失意 の中に逝 った,愛 国者 とし
ての チ ャペ ックを物 語 る一文 を最 後 に引用 し よう。
……わた しが見た 中で一 番 よい景色が あるのは イタ リアです。気
がつい た中で一番 よい生活 を して い るの は フランスです。会 った中 で
一 番 よい人た ちがい るのは イギ リスです。 しか し,わ た しが生 きてい
けるのは,自 分 の国 の中だ けなのです。(32)
今,か れ は プラハ南郊 ビシ ェフ ラ トの墓地 に眠 り,東 ボヘ ミアの山裾
の町 マ レー ・スバ トニ ョビツ ェの チ ャペ ック兄弟博物 館,プ ラハ郊外 ス
トル シ ュの チ ャペ ック記 念館 に は,多 くの遺 品が納め られ て,か れ の面
影 をしのぼせ てい る。
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〔註 〕
(1)こ の作家 につ いては,栗 栖 継氏 をは じめ多 くの先学 に よる紹介 があ
るが,特 にす ぐれ た紹介 ・研 究書 として,千 野 栄一:『 ポ ケ ッ トのなか
の チ ャペ ック』晶文社1975を あげたい。同書は,ポ ケ ッ トがい くつ あ っ
て もしまい切 れないチ ャペ ックの姿を,詳 細にかつ巧 み に描 いてい る。
なお,同 書189ペ ージ以下 に,「 イギ リスか らの手紙」とい う章 があ る。
(2)こ の英訳 は,日 本で もか な り読 まれてい る らしい。 なお,そ の一部ソ
を英 語教科書風 に編 集 した ものが,岡 本圭次郎註解 ・KarelCapek:
LettersFromEngland(イギ リス通信)成 美 堂 とな って出版 され てい
る。以下,本 註 ではALと 略す 。引用ペ ージ番号 は,第27版(1970年
版)の もの。
(3)略 歴 に よると,プ ラハの カ レル大学で イギ リス学 とチ ェコ学 を専攻
後,ロ ソ ドン大学 ス ラブ学研究 所で助教授 としてチ ェコ学 を担当(1922
-28),同 時に英米文学 を研究 し,さ らに帰国後 ブラチス ラバ の コメン
ス キー大学 の英 語 ・英文学教 授 として,同 学 イギ リス学 科の創設 に努
力(1933-38)し,1939年には カ レル大学哲 学部 に招かれ た。 ナチス
占領下 では,1942年 か ら1945年 まで 強制 収容所 生活 を送 らなけれ ぽ
な らなか った が,解 放 後 は又大学 に戻 り講 義 を続 けた。 著書に は 『20
世 紀英 文学』(1932,1947),『 アメ リカ現代 文学』(1934)な どが あ り,
チ ャペ ック と共 に,英 米文学 双書 の編集 にあた った。 戦後 関係を持 っ
た ケ ソブ リッジ大学 か らは,MAの 名誉学位 を贈 られ ている。
(4)『 朝 日新 聞』1976年2月7日 付夕刊 「海外 文化」欄 に本書の 紹介記事
があ る。 以下,本 註 ではALKと 略す。
(5)こ の人物 の詳細 につ いて は残 念なが ら不 明。
(6ン や は りチ ェコ文 学 を代 表す る作 家の ひと りで,歴 史 小説 を多 く書 い
てい る。 『チ ェコの古伝説 』(1894),『 犬頭 旗 の一族 』(1886)な ど。
(7)ボ チ ャ ドロに よれ ぽ,ジ プシ ーの血を引 くことを誇 りにしていた と
い う。チ ャペ ックは女 史 と非常 に親密 にな って,「 お っか さん」 とでも
訳 すべ き呼び方 を した らしい。
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(8)『 人民 新聞』と訳す方 が よい のか も知 れ ないが,日 本語 の 「人民」に
は,い ささか イデオ ロギ ー的 な要 素が含 まれ るので,「国 民」を選 んだ。
(9)チ ャペ ックが仕 事熱心だ った こ とを示 すの には,当 時存命 だ った ト
マス … 一デ ィー(ThomasHardy1840-1928)のネ ク ロログを手廻
し よく依 頼 していた とい う事 実が ある。
(10)い わ ゆ るプ ラハ言語学派 の中心人物 で,機 能言語学 を主 唱 した有名
な言語学 者。カレル大学 の教 授 として多 くの優秀 な弟子 を育 てた。チ ャ
ペ ックもその講義 を受 けた ひ と りで ある。
⑪ チ ャペ ック自身 は トラベ ログ(travelogue)と 呼んで いた。










⑳ 人 口の70パ ーセ ソ ト以 上が カ トリックで あ るボヘ ミア育 ちの かれ
は,当 然 プ ロテスタ ン トには敵意 を持 ったので あろ う。かれ の生 家の
目と鼻 の先に も,小 さなカ トリック教会 があ る。か れの作品 に流 れ る












㈱ALp.46.ゲ ッ ッ(FrantisekGotz1894-)演 劇 学 者 。ザ ー ク レ
ィ ス(FrantisekZ6krejs1839-1907)演劇 批 評 家 。 シ ュ ラ ー メ ク
v
(Fr函aSramek1877-1952)詩人,チ ャペ ックと交友 があ った。シ ュ
ソ
ミ ロ フ ス キ ー(AloisVoitechSmilovsky1837-1883)作家 。 ラ ー ド
ル(EmanuelRadl1873-1942)哲 学 者 。 バ ッ タ ラ(MartinHattala
1821-1903)言 語 学 者,カ レ ル 大 学 教 授 。
㈱B.B.C.放 送 用 の 演 説 。ALPP.170-71.
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